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１ 日本の大豆需給について
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２ 日本の大豆ミールの需給について
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３  大豆の加工用途

大豆
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4  大豆の加工品向け需要シェア（2024年）

豆腐・油揚げ
（43.3%）

味噌
（12.4%）

その他
（9.9%）煮豆

（2.5%）

醤油
（2.7%）

食品用
大豆需要

1,045千㌧

※ 団体からの聞き取り等を基に食品製造課にて推計
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きな粉
（1.7%）

凍豆腐
（1.3%）

納豆
（19.9%）
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5 国産大豆の生産量及び作付面積

資料：統計部「作物統計」
（昭和59年までの畑作面積は、田畑計から田作を除いた値）

（単位：ha、㌧）

■ 国産大豆の生産量・作付面積（田畑別）の推移
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令和６年
25.2万ｔ

令和６年
15.4万ha



６ 食品用途に求められる大豆の特性・品質

資料：農産局穀物課「大豆をめぐる事情」より

豆 腐

＜求められる特性＞

➢ 粒揃いがよい ➢裂皮が少ない

納 豆

＜求められる特性＞

➢ 外観がよく大粒

煮 豆

＜求められる特性＞

➢ 蒸煮した際の色調がよい

味 噌

＜求められる特性＞

➢ 品質・価格が安定していること        ➢ 有機栽培等更に価値を付加したもの

＜販売傾向＞

➢ 消費者ニーズへの対応のため、国産使用は増加傾向

➢ 健康志向の高まりから大豆製品の需要が拡大傾向

➢ 地大豆製品を活用した町おこしの例もある

■ 用途別に求められる特性・品質

■ 各業界共通で求める大豆の品質、大豆製品の販売傾向

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜代表的な品種銘柄＞

＜求められる特性＞
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➢ タンパク質含有量が多い ➢ 炭水化物含有量が多い

➢ とよまさり ➢ ユキシズカ   ➢ フクユタカ

➢ とよまさり ➢ フクユタカ   ➢ 里のほほえみ ➢ とよまさり➢ 光黒   ➢ 丹波黒

➢ とよまさり ➢ フクユタカ   ➢ リュウホウ



７ 醤油の輸出量及び輸出額（国別）
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資料：財務省「日本貿易統計」を基に農林水産省作成

（輸出額：億円） (輸出量：㌧)



８ 味噌の輸出量及び輸出額（国別）
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９ 納豆の輸出量及び輸出額（国別）
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資料：財務省「日本貿易統計」を基に農林水産省作成



10 第5２回 全国醤油品評会 日本醤油協会主催
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目 的：高品位の醤油を顕彰することにより、醤油

の品質向上及び表示の適正化を図り、消

費者に良質の醤油を提供し、併せて業界

の健全な発展に寄与する。

開催歴：1973年度から開催

品 種：こいくち、うすくち、たまり、さいしこみ、しろ

表 彰：農林水産大臣賞

 大臣官房長賞

 優秀賞

特   徴：・10月１日の醤油の日のイベント「醤油の

日の集い」に合わせて、表彰式を開催。

・大臣賞受賞品は、受賞者の醤油製造へ

の思いや工程を映像としてとりまとめ、会

場で放映するなど広く紹介。 ヤマカノ醸造㈱
（ 宮城）
純正

（資）山形屋商店 

（福島）
ヤマブン本醸造特選醤

油 

ヤマシン醸造(株)

（愛知）
さ し みたま り

㈲今野醸造
（宮城）
吟醸 

ちば醤油㈱
（千葉）
味特しょうゆ

■ 農林水産大臣賞

第52回（2025年10月１日表彰式）

審査風景（東京）

https://www.soysauce.or.jp/fair



11  第6５回 全国味噌鑑評会 一般社団法人中央味噌研究所 主催

11

■ 農林水産大臣賞

目 的：味噌の品質向上を目指し、技術の研鑽を図る

ことを目的とし、消費者の認識を深めて食生活の

向上と味噌醸造技術の健全な発展に寄与する。

開催歴：1955年度から開催

■ 大臣官房長賞（15点）
むらた蔵 蔵の技 白みそ：

村田味噌(株)（大阪）
雪国の味：

丸久味噌(株)（新潟）
味わい最上：

(株)星野本店（新潟）

くらしき塩屋の甘口：
(株)くらしき塩屋（岡山）

雪の花みそ 華香：
(株)杉田味噌醸造場（新潟）

赤だし：
マルサンアイ(株)（愛知）

金紋 江戸味噌：
(株)日出味噌醸造元（東京）

紅一点石狩 こし：
岩田醸造(株)（北海道）

フジジン夜明け麦白みそ：
二豊味噌協業組合（大分）

さ らし な味噌：
（合）高村商店（長野）

特別仕込 御天領：
(株)丸世醸造場（長野）

米・麦合せ味噌：
髙見味噌店（岡山）

米こうじ：
ひかり 味噌(株)（長野）

匠の味 赤みそ：
(株)越後一（新潟）

フンドーキン 生詰 あわせ：
大分みそ協業組合（大分）

表  彰：農林水産大臣賞
 農林水産省大臣官房長賞
全国味噌工業協同組合連合会会長賞
一般社団法人中央味噌研究所理事長賞
全国味噌鑑評会審査長賞

第6５回（2024.11.21 表彰式）

審査風景（東京都）https://www.miso.jp/chumiken_kanpyokai.html

（株）ますやみそ
（広島）

母さ んの味 白みそ

（株）紅谷醸造場
（山形）

蔵王花笠 吟醸甘口

岩田醸造（株）
（北海道）

紅一点 石狩 白こし

山﨑醸造（株）
（新潟）
雪国

（株）越後一
（新潟）

匠の味 赤みそ

大分みそ協業組合
（大分）

フンドーキン 生詰 あわせ



12  第９回 全国豆腐品評会 一般財団法人全国豆腐連合会 主催
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目 的：日本の豆腐の更なる製造技術と品質の向上

を目指し、豆腐製造事業者の研鑽の場とす

るとともに、豆腐業界の振興・発展並びに国

民の健康増進に寄与することを目的とする。

開催歴：2016年度から開催

部  門：木綿、絹ごし、寄せ/おぼろ、充填

表  彰：農林水産大臣賞、大臣官房長賞ほか

特  徴：「ニッポン豆腐屋サミット」に合わせて表彰式を

開催（今年は香川県で開催）

第９回（2025.11.2 表彰式）

■ 最優秀賞（農林水産大臣賞）

■ アメリカ大豆サスティナビリティ
アンバサダーアワード

審査風景（東京都）

https://tofuaward.jp/

「特選よせとうふ」
（株）とうふ工房ゆう（東京都）

「なめらか絹とうふ」
三好食品工業株式会社 （福岡県）



13 第28回 全国納豆鑑評会  全国納豆協同組合連合会 主催
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目 的：納豆の製造技術の改善と品質の向上を目指し、

衛生的で美味しい納豆を提供するとともに、国民

の健康増進に寄与することを目的とする。

開催歴：1995年度から

部 門：小粒・極小粒、大粒・中粒、

ひきわり、アメリカ大豆

表 彰：農林水産大臣賞、大臣官房長賞ほか

■ 最優秀賞（農林水産大臣賞）

第28回（2024.11.22 審査会）

■ アメリカ大豆サスティナビリティ
アンバサダーアワード

審査風景（大阪府）

https://www.natto.or.jp/kanpyou/index.html

■ SSGA U.S. Award

「みのり納豆 ほのか」
有限会社 ミドリヤ（福島県）

「仙台納豆」
株式会社 三浦商店（千葉県）

「からしも旨い納豆」
株式会社 カジノヤ（東京都）



1４-1 
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【トピック】

合理的な費⽤を考慮した価格形成と持続的な⾷料システムの確⽴を⼀体的に検討



1４-2 
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・食料の持続的な供給を実現するための法律(食料システム法)が成立

・消費者の理解醸成に向けた取組を推進

○ 「食品等の流通の合理化及び取引の適正化に関する法律及び卸売市場法の一部を改正する法律」が令和7年（2025年）
６月に成立

○ 同法は、目的規定に食料システムにおける食品等事業者の役割等を明記するとともに、



15 

16

今後の方向

あふの環2030プロジェクト

輸入原材料

輸入サプライチェーンの可視化

ビジネス部門と消費者の相互作用で行動変容を強化

✓将来の世代に食資源と快適な環境を継承していくためには、気候変動や生物多様性の喪失など、自然環
境を取り巻く様々な課題に目を向ける必要があります。

✓消費者が健全な環境で生産された製品を選択できるようにするためには、健全で環境に配慮した活動の
価値を可視化する必要があります。

✓健全で持続可能なシステムは、個々の活動だけでは実現できません。そのため、一つ一つの良い活動が
フードチェーン全体で繋がっていく必要があります。

✓農林水産省は、食と農業の持続可能性の実現、価値の可視化、環境に配慮した消費の促進に取り組む企
業・団体のプロジェクト「「あふの環（わ）2030プロジェクト～食と農林水産業のサステナビリティを
考える～」に取り組んでいます。

（ https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sustainable2030.html）

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sustainable2030.html


ご清聴ありがとうございました
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